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(百万円未満切捨て)
１．平成28年３月期第１四半期の連結業績（平成27年４月１日～平成27年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)
　

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年３月期第１四半期 12,077 3.3 745 41.7 689 66.0 459 83.8

27年３月期第１四半期 11,686 33.9 525 24.1 415 0.6 249 2.3

(注) 包括利益 28年３月期第１四半期 526 百万円 (95.9％) 27年３月期第１四半期 268 百万円 (△26.2％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

28年３月期第１四半期 7.86 ―

27年３月期第１四半期 4.27 ―
　

（２）連結財政状態
　

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

28年３月期第１四半期 80,002 30,101 36.6

27年３月期 83,040 29,867 35.0

(参考) 自己資本 28年３月期第１四半期 29,283 百万円 27年３月期 29,054 百万円
　

２．配当の状況
　

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年３月期 ― 4.00 ― 5.00 9.00

28年３月期 ―

28年３月期(予想) 4.00 ― 5.00 9.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

平成27年３月期第２四半期末配当金には、設立50周年にともなう記念配当が1円00銭含まれております。

　

３．平成28年３月期の連結業績予想（平成27年４月１日～平成28年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 73,000 4.2 7,600 △5.5 7,200 △10.4 4,500 △9.0 76.97
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　 新規 ―社 (社名) 、除外 ―社 (社名)
（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
　

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料２ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見

積りの変更・修正再表示」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 28年３月期１Ｑ 61,360,720株 27年３月期 61,360,720株

② 期末自己株式数 28年３月期１Ｑ 2,897,696株 27年３月期 2,897,620株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年３月期１Ｑ 58,463,036株 27年３月期１Ｑ 58,463,455株

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開

示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報
（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間のわが国経済は、企業業績の回復に伴う賃金の上昇や、民間設備投資

の増加等から回復基調で推移いたしました。

当社グループをとりまく事業環境におきましては、建設事業では、公共工事は減少傾向にあるも

のの、民間工事は増加傾向にあり、全体としては回復基調で推移いたしました。また開発事業等で

は、首都圏の好立地の物件でのマンションの販売は好調であり、引き続き堅調に推移いたしまし

た。

このような環境の中、当社グループの当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高

120億77百万円となり、そのセグメント別内訳は、完成工事高73億65百万円、開発事業等売上高47

億11百万円となりました。損益につきましては、営業利益7億45百万円、経常利益6億89百万円、親

会社株主に帰属する四半期純利益4億59百万円となりました。

なお、当社グループでは、通常の営業形態として工事の完成・物件の引渡しが第４四半期に集中

しているため、第１四半期連結会計期間から第３四半期連結会計期間に比べ、第４四半期連結会計

期間の売上高が多くなるといった季節的変動があります。

　
（２）財政状態に関する説明

当第１四半期会計期間末において、総資産は800億2百万円（流動資産676億69百万円、固定資産

123億32百万円）、負債合計は499億円（流動負債395億8百万円、固定負債103億91百万円）、純資産

合計は301億1百万円となりました。

　
（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成27年５月25日に公表しました業績予想等に変更はありません。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項
（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

　
（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
（会計方針の変更）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計

基準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以

下「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25

年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、

支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上する

とともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更いたしました。

また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の

確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務

諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１

四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替

えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44

－５項（４）及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、当

第１四半期連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。

なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 21,828 20,499

受取手形・完成工事未収入金等 11,348 8,262

販売用不動産 14,071 10,740

未成工事支出金 168 292

開発事業等支出金 22,427 26,811

材料貯蔵品 57 74

繰延税金資産 372 339

その他 391 668

貸倒引当金 △26 △18

流動資産合計 70,640 67,669

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 7,616 7,616

減価償却累計額 △2,826 △2,888

建物・構築物（純額） 4,789 4,728

機械及び装置 105 105

減価償却累計額 △76 △78

機械及び装置（純額） 28 26

車両運搬具及び工具器具備品 218 218

減価償却累計額 △201 △202

車両運搬具及び工具器具備品（純
額）

16 16

土地 5,972 5,972

その他 89 95

減価償却累計額 △48 △51

その他（純額） 40 43

有形固定資産合計 10,848 10,787

無形固定資産 64 62

投資その他の資産

投資有価証券 955 986

繰延税金資産 28 25

その他 508 476

貸倒引当金 △6 △6

投資その他の資産合計 1,486 1,482

固定資産合計 12,399 12,332

資産合計 83,040 80,002
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 18,911 16,419

短期借入金 14,388 14,419

未払法人税等 4,369 4,356

未成工事受入金 1,527 1,332

開発事業等受入金 1,158 1,380

賞与引当金 318 168

完成工事補償引当金 171 138

工事損失引当金 0 -

その他 1,514 1,293

流動負債合計 42,360 39,508

固定負債

長期借入金 9,369 8,934

役員退職慰労引当金 244 246

退職給付に係る負債 585 594

繰延税金負債 365 368

その他 246 247

固定負債合計 10,811 10,391

負債合計 53,172 49,900

純資産の部

株主資本

資本金 3,665 3,665

資本剰余金 3,421 3,421

利益剰余金 21,762 21,928

自己株式 △577 △577

株主資本合計 28,270 28,437

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 283 303

為替換算調整勘定 523 559

退職給付に係る調整累計額 △23 △17

その他の包括利益累計額合計 783 845

非支配株主持分 812 818

純資産合計 29,867 30,101

負債純資産合計 83,040 80,002
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

売上高

完成工事高 9,790 7,365

開発事業等売上高 1,895 4,711

売上高合計 11,686 12,077

売上原価

完成工事原価 9,045 6,570

開発事業等売上原価 1,334 3,836

売上原価合計 10,379 10,406

売上総利益

完成工事総利益 745 795

開発事業等総利益 561 874

売上総利益合計 1,306 1,670

販売費及び一般管理費 780 925

営業利益 525 745

営業外収益

受取利息 1 2

受取配当金 6 6

為替差益 - 18

その他 7 12

営業外収益合計 14 40

営業外費用

支払利息 102 92

為替差損 16 -

その他 5 3

営業外費用合計 124 96

経常利益 415 689

特別損失

固定資産除却損 3 -

特別損失合計 3 -

税金等調整前四半期純利益 412 689

法人税、住民税及び事業税 37 213

法人税等調整額 118 26

法人税等合計 155 240

四半期純利益 256 449

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支
配株主に帰属する四半期純損失（△）

6 △9

親会社株主に帰属する四半期純利益 249 459
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

四半期純利益 256 449

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 50 19

為替換算調整勘定 △43 51

退職給付に係る調整額 4 5

その他の包括利益合計 12 77

四半期包括利益 268 526

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 275 520

非支配株主に係る四半期包括利益 △6 5
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

　 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

建設事業 開発事業等 合計
調整額
(注)１

四半期連結損益

計算書計上額

(注)２

売上高

外部顧客への売上高 9,790 1,895 11,686 ― 11,686

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 9,790 1,895 11,686 ― 11,686

セグメント利益 411 250 662 △136 525
　
（注）１．セグメント利益の調整額△136百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であ

ります。全社費用は、報告セグメントに帰属していない親会社本社の総務部等管理部門に係
る経費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　
　
Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

　 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

建設事業 開発事業等 合計
調整額
(注)１

四半期連結損益

計算書計上額

(注)２

売上高

外部顧客への売上高 7,365 4,711 12,077 ― 12,077

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 7,365 4,711 12,077 ― 12,077

セグメント利益 428 638 1,066 △321 745
　
（注）１．セグメント利益の調整額△321百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であ

ります。全社費用は、報告セグメントに帰属していない親会社本社の総務部等管理部門に係
る経費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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４．補足情報
　個別受注の概況

　 受注高

平成28年３月期第１四半期累計期間 16,083百万円 23.9%

（注）１ ％表示は、前年同四半期増減率となっております。

なお、前年同四半期の受注高は12,977百万円であります。
２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

（参考）個別受注実績内訳

前第１四半期累計期間 当第１四半期累計期間

比較増減額
（百万円）

増減率

(自 平成26年４月１日 (自 平成27年４月１日

至 平成26年６月30日) 至 平成27年６月30日)

受注高
構成比率

受注高
構成比率

（百万円） (百万円)

建
設
事
業

住 宅 3,568 27.5% 5,476 34.1% 1,907 53.4%

事務所・店舗 723 5.6% 441 2.7% △282 △39.1%

官公庁 1,774 13.7% - - △1,774 -

医療・福祉 83 0.6% 947 5.9% 864 1,040.0%

その他 1,533 11.8% 1,629 10.1% 96 6.3%

土 木 - - - - - -

計 7,682 59.2% 8,493 52.8% 810 10.6%

開発事業等 5,294 40.8% 7,589 47.2% 2,295 43.4%

合 計 12,977 100.0% 16,083 100.0% 3,105 23.9%
　
（注）１ 前期以前に契約した工事で契約の更改により請負代金に変更があるものについては、期中

受注高にその増減額を含めております。
２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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